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認定NPO法人杜の伝言板ゆるるの事業概要

•月刊杜の伝言板ゆるるの発行

•みやぎNPO情報ネットの運営
情報発信支援

•高校生の夏ボラ体験プログラム

• NPO夜学

NPO理解促進・
担い手育成

•マネジメント講座・専門相談

•会計サポーター派遣

NPOの組織基
盤強化の支援

2
みやぎNPOプラザ(指定管理者）みやぎNPOプラザ(指定管理者）

• ＮＰＯ法人とめ市民活動フォーラム

• ＮＰＯ法人パートナーシップなとり

中間支援組織
立上げ支援



「東日本大震災」

• 発生時刻 ： 平成23年3月11日(金) 14時46分
• 震源地 ： 三陸沖 深さ10km マグニチュード9.0 

• 震度7 栗原市築館
• 震度6強 登米市、大崎市、名取市、塩竈市、

東松島市、涌谷町、仙台市宮城野区
蔵王町、山元町、大衡村

• ※沿岸部に甚大な津波被害

• 発生時刻 ： 平成23年4月7日(木) 23時32分

• 震源地 ： 宮城県沖 深さ約40km マグニチュード 7.4

• 震度6強 栗原市、仙台市宮城野区

宮城県 死者：9,535人 行方不明者：1,314人



杜の伝言板ゆるるの動き

2011.3.11～14

発災当日 17時までには全スタッフ帰路についた

その後、自宅待機

代表：札幌 11～12日に足止め

13日～14日 新千歳～東京～鶴岡～

山形～仙台

3.15 全スタッフ召集

多くのNPOが被災地に出向く中、ゆるるは車もなく、
被災地に出向けず。

理事会で、ぶれずにNPOの支援組織として「被災者
を支援するNPO



杜の伝言板ゆるるの動き
2011.3.11～14 全スタッフ自宅待機

代表：札幌 11～12日に足止め

13日～14日 新千歳～東京～鶴岡～

山形～仙台

3.15 全スタッフ召集

3.16 みやぎNPOプラザ昼間のみ開館

NPOの安否確認・活動把握
350団体へ連絡→270団体が応答→102団体が活動

→37団体が被災地で救援活動

⇒随時、ブログ・webサイトで情報発信

4.7 月刊杜の伝言板ゆるる 発行
PDFデータにしてH.Pやブログで発信



あ

災害関連情報を連日掲載
⇒108件





毎月1日発行

⇒４月７日発行

発行部数 10,000部



杜の伝言板ゆるるの動き
3.16～1週間 3か所の災害ボランティアセンターに

スタッフを派遣

3.27～3週間 宮城県災害ボランティアセンターに

週4日、スタッフ1名を派遣

4. 7 組織内に被災NPO復興支援室を設置

宮城県内の介護保険事業及び障害者自立支
援事業をしているNPO法人111団体に被災
状況調査
⇒51団体から回答→建物被害有り32団体

→被害大13団体・被害小19団体

7. 1 被災したNPO9団体への募金サイト

「復興みやぎ」を公開

6か月 →オンライン寄附 45万円

企業や団体とつないだ助成金23件3680万円
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月刊杜の伝言板ゆるる
特集「復興への道」

掲載団体の条件

・１年目 震災前から活動する地元の団体

 被災地支援をする市民活動団体

・２年目 震災後設立した地元民による活動

 及び市民参加型の一般社団を追加

・３年目 復興を目指す県内の市民主体の活動

2011.５月号～2014.４月
毎月５～６団体の活動を掲載



３．１１ ＮＰＯの記録

2011.５月号～2014.４月号

特集「復興への道」掲載団体数 １８６団体

⇒震災以前から活動していた宮城県内のＮＰＯで

被災地支援の活動をしたＮＰＯの中から５０団体を

選び、震災時のリーダーの動きと共に、その後の対

応を追加取材して掲載

冒頭には、杜の伝言板ゆるるの対応の詳細を記載した。

～あの時、宮城のＮＰＯはどう動いたか～

記録冊子

2014.3.31 ５００部発行



中間支援組織が果たす役割

・まずは日頃繋がっている団体等の安否確認

・ＮＰＯの被災実態調査

・被災したＮＰＯへのニーズに合った支援

（人・物資・資金）

・被災したNPOの資金獲得・情報発信サポート

できなかったこと

・県外から被災地に入ったNPO/NGOとの情報共有

・県内中間支援組織との連携・一本化

ＮＰＯ支援組織はＮＰＯ支援


